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国
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

新
し
い
議
員
が
誕
生

第

十
三

回
統

一
地
方

選
挙

を
締
め

く

く
る
町

議
選

は
四

月
二
十
三
日

に
投

粟

、
即
日

開
票
さ

れ

、
こ
れ
か

ら
四

年
間
の

身
近

な
地

方
自

治
の

担
い

手

が
誕

生
し
ま
し

た

。

改
選

さ
れ
た

議
員
は

、
現

職
が

十
六

名
、
新

人
が

四
名

。

町
選

挙
管
理

委
員

会
に

よ
る
と

、
当
日

の
有

権
者

数
は

九
、
一

六
四

人
（

男
　

四

、
三

九
二
人

・
女
　

四
、

七
七
二

人
）

で
、

投
票
率

は
、

八
九

・
七
％

で

、
前

回
を

二

こ
一
一
三
ポ

イ
ン
ト

下

回
り
ま

し
た

。

な
お

、
確
定

得
票

は
、
次

の
と
お

り

。
　
　
　
　
　
　
　
　

（

敬

称
略
）

確　定　 得　票

当 566.955票 佐 藤 忠　 芙 無視

当 566 票 朿海林　 一　咐 無新

当 439 票 占 川　 久　男 無視

当 438票 志　 村　良　男 無視

当 425 票 ぺ　島　 溥　正 無視

当 417 票 室　井　柵　 ・ 無呪

当 409 高　鴣　豊　壽 無新

町 405票 11　F 昭　 市 無現

当 398 票 付　ｈ　刊　夬 罵硯

当 394 票 鈴　参　　 光 無断

町 394票 沖 野 川 無視

当 7.593 票 松　浦　長　叫 無呪

当 375票 菊 地　　 正 罵呪

屶 370 票 斎 藤　　 隆 無視

当 353票 佐久問　 や　推 無現

当 341.575票 佐 藤　　 力 共現

当 328票 國　 分 次　 雛 無断

当 323票 赤 坂　浅　占 焦現

当 285 票 武　川　　 勉 羅現

41 278.469票 佐 藤　政 焦呪

(新　議　会　議　員　の　顔　ぶ　 れ)

佐藤　忠美議員

(当選７回〉

東海林一樹議員

(当選１回)

吉田　久男議八

(当選6 回 )

志村　良男議ｎ

(当選２回)

八島　博正議 貝

(当選５回)

室井　精一議員

(当選２回)

高橋　豊壽鮫貝

(当選１回)

二E手　 昭 市議 員

( 当選７回)

村上　利夫議員

(当選３回〉

鈴 木　　 光 議員

(当選１回)



仲野　周一議口

(当遣７回)

松浦　長明議員

(当選4 回)

菊地　　正議員

(当選3 回)

斎藤　　隆議員

(当選３回)
佐久間幸雄議員

(当選２回)

佐藤　　力議貝

(当選６回)

國分　次雄巌員

(当選1回)
赤坂　浅吉巌貝

(当選９回)
武田　　勉議貝

(当選５回）

佐藤　政一議員

(当選５回

国
見
町
議
会
臨
時
会

議
会
の
新
構
成
決
ま
る

議

長
　
吉

田

久

男

氏

副
議
長
　
佐

藤

政

一

氏

五
月
二
日
、
改
選
後
初
め
て
の
町

議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
離
長
と
副
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
議
長
に
古
田
久
男
氏
、
剛
議

長
に
佐
藤
政
一
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

そ
の
後
。
各
常
任
委
員
会
委
員
、

組
合
議
会
離
員
、
監
査
委
員
等
を
選

任
。
平
成
七
年
度
国
見
町
一
般
会
計

補
正
予
算
等
を
審
議
、
可
決
し
。
こ

れ
か
ら
川
年
閲
の
町
政
の
議
決
機
関

か
始
動
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
貝
会
委
員
等
は
次
の
と

お
り
。
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

△常任委員会委員　　　　　　　　Ｏ委員長　　〇副委員長

常 任 委 員 会 名 委　　　　　 艮　　　　　 名

総 務 常 任 委 艮 会
＠八鳥 博正、ｏ志村 良男、東海林一樹

鈴木　 光、 仲野 周一

農 林 驚 任 委 貝 会
＠松浦 長明、○室井 梢-･、鳥橋 豊壽

武田　 勉、 佐藤　 力

建設水適常任委貝会
＠菊地　 正、ｏ斎藤　 隆、村上 利夫

佐藤 取一、 佐藤 忠美

文教厚生常任委貝会
Ｏ赤坂 浅吉，０佐久間幸雄、國分 次雄

工手 昭市、 古田　久男

議 会 運 営 委 員 会
○武田　 勉、ｏ八鳥 博正、菊地　 正

松浦 長明、 赤坂 浅吉

△各組合議会議員

組　　 合　　　名 議　　　　 艮　　　　 名

公 立 藤 田 病 院 組 合
吉田　久男、斎藤　 陸、村上 利夫

心村 良男、高橋 豊壽、東海林 一樹

国兇町梁川町大枝小学校組合
佐嘩 政 一-、赤坂 浅吉、玉手 昭市

佐藤　 力、国分 次雄

伊 達 地 方衛 生 処 理組 合 仲野 周一、鈴木　 光

伊 達 地 方 消 防 組 合 佐藤 忠美、佐久悶幸雄

福 鳥 地 方広 域 市町 村圏

養 謾 老 人 ホ ー ム 組 合
吉田 久男、赤坂 浅吉

福鳥地方広域行政事務組合 古田　久男，八鳥 博正

福鳥地方水道用水供給企業団 吉田　久男

△監　査　委　員　　　室井精－



国
見
ド
ー
ム
（
仮
称
）

屋

内

多

目

的

グ
ラ

ン

ド

建
設

決

定

建
設
予
定
地
は
上
野
台
運
動
公
園

平
成
八
年
度

完
成
を
目
指
す

労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
る
余
暇
時

間
の
増
人
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
’‐
シ
プ
／
に
対
す
る
要
求
と
参
加

意
欲
か
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

Ｌ
野
台
地
内
に
屋
内
多
目
的
迎
動
場

の
瞳
設
を
計
画
し
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

労
働
省
の
外
郭
団
体
、
雇
用
促
進
夲

支
団
か
ら
の
祐
助
を
受
け
、
平
成
七

・
八
年
度
の
二
ヵ
午
で
建
設
す
る
こ

と
か
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
総
合
ス
ボ
ー
ツ
ソ

’・
ン
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
上
野

台
運
動
公
園
内
の
勤
労
者
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
し
て
建
般
さ
れ
、
天
候
や
季

節
に
関
わ
ら
ず
、
通
年
使
ｍ

可
能
な

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

総
而
積
は
約
五
、
五
ｏ
ｏ

㎡
、
総

事
業
費
は
杓
四
億
円
、

1112 予定地（菫色Ｓ）

林

道
西
畑
線
開
通

平
成
二
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し

て
工
事
を
進
め
て
い
た
林
道
西
畑
線

が
完
成
し
．
四
月
卜
日
に
閧
油
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
林
道
は
、
幅
員
四
ｙ

ｊ
ト
ル
、

延
長
杓
Ｌ
四
囲
メ
ー
ト
ル
．
総
事
業

費
は
、
Ｌ
ｒ

六
肖
六
ト
ペ
万
円
｛
う

ら

町
負
担

円
不

一
万

円
）
で

す

。

閧

通
式

は
、
関

係
者

麗
卜
人

か
出

嘛
し

、
午
前

ト

ー
時

か
ら
現

地
で

行

わ

れ
ま
し

た

。
呻
事

の
後
、

冨
永
町

長

が

「
林
業

振

興
と

レ

ｙ々
リ

ェ

ー
・ｙ

プ
／
と
し

て
店
川

か
人

い
に
期
待
で

き

る
立
派

な
道

路
が

で
き
ま

し

た
」

と
あ

い
き

フ

人

急

県
北
林
業

乍

務

所
長

が
睨

辞
を
述

べ

た
後
、

テ

ー
ブ

カ

。
卜

と
く
す
£

を

剛
り
、

完
成
を

腕

い
ま
し

た

。

こ
の
林

道

が
完

成

し
た
こ

と
に

よ

り

。
林
道

阿
津
賀
志

線
を
糾

由
し

阿

津
賀

志
山

山
。叭

へ

。『

阿
沖
賀

志

山
か

ら

県
道
赤
井

畑
川

見

線
、
林

道
鳥

収

線
を

経
由

し
万
祓

峠

へ
。

さ
ら

に
林

道
小

畑

線
を
経

山
し

町
営
牧

場

へ
と

通

じ
る

道
路
か
す

べ
て
閣

通
し

た
こ

と

に
な

り
ま
す

西 煩 嫦

国
土
調
査
事
業

今
年
度
は
藤
田
地
区

繋
成
七
年
度
の
国
土
調
査
は
藤
川

地
区
で
尖
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
を
円
滑
に
行
う
た
め
に

は
、
上
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
な
会
い
等
の
ご
協
力
か
必
要
と
な
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

－

調
査
予
定
「
字
名
」

・

大
字
藤
田
（
二
十
六
字
）

一
ｒ

川
二
、
一
ｒ

川
三
、
人
枝
道

一
、
観
月
台
、
北
、
ｈ
反
田
、
皀

林

て

沢
田
『

沢
田
二
．
沢
田

一
ぺ

沢
川
四
、
太
子
堂
、
滝
川
四
、

堤
下
．
天
ｈ
田
、
天
王
畑

て

天

王
畑
二
、
中
沢
一
、
中
沢
二
、
中

沢
一
べ

八
斗
蒔
、
口
向
．
日
向

．
．

日
向
二
、
日
向
二
、
日
渡
二
、
日

渡
卜
、
日
渡
四
、
藤
川
一
、
謄
田

二
、
古
鹿
心
．
町
裹
．
町
尻

］
、

町
尻
二
、
南
、
宮
前

●
大
字
塚
野
日
（
．．一
字
）

北
寺
川
、
．．Ｊ本
木
、
ド
二
本
木

調 査地 区

(鷦色郎ａ 圜当地区l



松
く
い
虫
防
除

大
切
な
松
を
守
り
ま
し
ょ
う

松
く
い
虫
の
被
害
か
ら
大
切

な
松
を
守
る
た
め
に
は
、
計
画

的
に
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

町
で
は
、
予
防
と
被
害
対
策

の
計
画
を
策
定
し
。
そ
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

松
の
緑
を
守
る
た
め
の

お

願

い

★
松
く

い
虫

は
松

の
伝
染

病
で
す

、

こ
の

伝
染

源
を

除
く

た
め
に

松
林

を
常

に
巡

視
し

、
被

害
を
受
け

た

訟

の
早
期

発
見

に
努

め
て
く

だ
さ

い
．

被
雷

木
を

発
口
｀
し
た
場
介

は
．

農
林

課

に
連
絡

を
お
願

い
し

ま
す

★
被

害
木
は

伐
採

し
、

藁
剤
処

理
か

必
要

で
す

、
無

処
理

の
ま
ま

販
売

は
し

な

い
で
く

だ
さ

い

．

★
松
林

は
、

手
人

れ
を

怠
る
と

松
く

い
虫

の

被
害
を

受
け

や
す
く

な
り

ま
す

．

り
る
切

り
、

除
伐
、

間
伐

を
励

行
し

て
く

だ
さ

い
．

★
松
く

い
虫

の
被

害
か

征
年

硲
生
し

て

い
る
よ

う
な

松
林

は
、

ス
ギ
、

ヒ

ノ
キ
等

松

以
外
の

樹
木

へ
の

転

換

を
お

勧
め
し

ま
す

．

★
農
林

踝
で

は
、

随
時

、
被

害
木

調

査

を
吁

い
ま
す

の
で

、
山
林

等

へ

の
立
入
り
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
問

い
合
わ
せ

農
林
課
　
ａ

牀
振
興
係

雲
6
2
1
1
1
　

内
線
リ
’｛

／
・３

薬 剤 散 布

選
管
委
員
長
に
斎
藤
氏

四
月

．．．
凵
に

進
乍
管
別
委

員
会

が

開
か

れ
、
委
八

長

に
は
膺
藤

太
助

氏
．

兪

は

妊
職
務

代
理

ｎ`
に
は
化

藤
爪

占

氏

が
そ

れ

ぞ
れ
選

任
さ

れ
ま
し

た
．

（
敬
称

略
）

■
選
卒
管
理
委
員

佐
藤

亟
占
　

枩
藤
　
太
助

加
藤
　
拙
生
　

人
津
　
義
隆

■
同
補
充
員

奥
山
　
愛
了
　

佐
藤
　
豊
藏

高
唱
　
勝
気
　

小
野
　
光
一

各
種
団

体

総

会
開
か

れ
る

四
月
に
は
、
各
種
外
郭
川
体
の
総

会
が
新
年
度
闘
始
と
と
も
に
数
多
く

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
は
。

’豊
か
で
匯
み
よ

い
活
力
あ
る
町
づ
ぐ
り
一
を
推
逃
す

る
た
め
に
町
ａ
‥
政
越
営
を
夊
え
て

い

る
屯
要
な
組
織
で
す
。

各
総
会
で
は
、
初
め
に
Ｉ
嘱
状
か

皃
付
さ
れ
た
後
。
事
業
計
画
や
ｆ
算

の
審
議
と
役
員
の
世
出
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
兮
回
退
任
さ
れ
た
杵
さ
ん

に
は
、
長
年
の
ご
協
力
に
感
謝
し
感

謝
状

が
哨
ら
れ
ま
し
た
。

各

種

団

体

の

会

長

・

副

会

長

（

敬
称
略

）

■

町
内
会

長
連

絡
協
議
会

会
　

長

佐
藤

元

一

剛

会
皿

斎

碑
大
助

■
納

脱
貯

蓄
組
合

連
合
会

会
　

足
　

八
島

新
太

郎

剛

会

長
　

菅

野
正
也

■

農
業
改

良
推

進
貝
協

議
会

会
　
長
　
八
巻
孝
雄

副
会
長

廣
居
重
夫
　
洩
野
淑
子

■
母
子
保
健
推
進
貝
協
議
会

会
　
長
　
奥
山
美
津
子

副
会
長
　
阿
部
照
子
　
遠
藤
睦
子

■

保
継
委
員
会

委
貝
艮

中
村
兼
言

剛
委
員
長

商
橘
芳
男

■
国
民
年
金
組（
口
連
合
会

会
　
長
　
佐
久
間
幸
雄

剛
会
長

佐
藤
元
一

委嘱状文付｛町内 会畏連絡協ll 会総会｝

社
会
保
険
事
務
所
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

組
合
長
三
名
・
組
合
二
団
体

国
民

年
金

事
葉

推
進

の
嗅

範
と
な

る
組
べ
口
長

と
組
（
口
に
対

し
、

東
北

柵

鳥
社
会

保
険

事
務

所
長
よ

り

感
謝
状

の
噌
口
£
か
行

わ

れ
ま
し

た
。

こ

れ
は

、
国
民

年
金

の
受

給
資
格

の
確

保

に
と
て
も
人

切

な

保
険
料

の

納
付

に
協

力
し

、
優

れ
た
納

付
率

を

達
成

し

た
組
へ
口
長
と
組

合

に
対
し

て

附

ら
・
れ
る

ら
の
で

す

。

国

見

町
で
は

、
次

の
三

名
と

二
団

体

か
該
内

し
、

町
国

民
年
金

組
合

長

連

合
会
総

会
の

席
上

で
授

与

が
行
わ

れ

ま
し

た
。
　
　
　

（
敬
称
略

）

－

組
合
長

・
亂
海
林
　
幸
　
琲
（
宮
町
南
）

●
佐

藤

忠
　
叉
（
町
　
東
）

一
鈴
　
木
　
政
　
男
（
川
内
Ｂ
）

■

組

合

１

錦
町
国

民
年
金

組
合

（
樋

口
金

三

郎
組
｛
ｎ
長

｝

１
人

坂
国

民
年

金
組
合

（
大
友

文

一
組
合

長
）

感謝状の贈呈



お
知

ら
せ

福
島
県
職
員
等

の
募
集

■
大
学
卒
業
程
度

一
受
験
資
格

昭
和
円
丿
一
￥
四
月
二
日
か
ら
昭

和
円
十
九
年
円
Ｕ
一
卜
ま
で
の
生

ま
れ
の
者
。
た
だ
し
、
職
種
に
よ

。
て
免
許
や
資
格
等
を
有
す
る
こ

と
（
取
得
見
込
Ｃ
可
）
か
必
要
。

・
受
付
期
間

五
川
卜
五
日
～
六
月
八
Ｈ

・
一
次
試
験
日
　
六
爿
ニ
ナ
瓦
口

・
一
次
試
験（
口
格
者
発
衣

七
川
卜
九
口

■
短
大
・
高
校
卒
業
程
度

Ｓ
受
験
資
格

高
皎
卒
業
催
度
の
者
に
つ

い
て
は
、

昭
和
四
卜
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
三
年
四
月

。
日
ま
で
の
生

ま
れ
の
者
。
（
紅
人
卒
業
程
度
の

者
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
の

こ
と
）

一
受
付
期
間

八
爿
じ
口
～
人
月
一
。十
九
日

●
一
次

試
験

日
　

九

月
こ

卜
四

目

●

．
次

試
験
合

咯
者

礎
衣

１１
月

卜
三
日

■

警
察

官
Ａ

●
受
験

資
格

昭
和

四
十

一
年

叫
月
二

日
か

ら
昭

和
四
１

九
年

四
町

一

卜
ま
で

の
生

ま
れ

の
屶
子

で
人

学

（
紅

人

は
除

く
）

を
卒
業

し
た
者

ま

た
は
卒
業

見

込
人
の
者

一

受
付

闡
問

．瓦
月

．
．
十

二
卜
～

六
り

卜
．、．Ｈ

・

一
次

試
験

日
　

Ｌ

月
九

日

・

一
次

試
験
乙
口
挌
者

発
ｔμ

し
川

．一
‐
1
.
八

卜

－

讐
察

官
Ｂ

・
婦
人

警
察

官

●
受
験

資
格

繁
察

官
Ｂ

に
つ

い
て

は
、
昭
和

四

十

一
年
四

月
一
．
日

か
ら

昭
和

缸
十

．．．壓

川
月

一
日
ま

で
の

生
ま

れ
の

屶
子

で
警
察

官
Ａ

の
受

験
資
格

を

町
し

な

い
者

婦
人

警
察

官
に

つ

い
て

は
．

昭
和

四
ト

ー
年

四
月

一
Ｈ
か

ら
昭
和

五

十
三
乍

円
月
一
目

ま
で

の
生

ま
れ

の
女

子

・

受
付
川

川

七
月

．．．卜

一
日
～

八
月

二
十
二

日

・

．
次

試
験

Ｈ
　

九
川

十

七
日

・

．
次

試
験
か

格
者

発
夫

十
月
卜

．ス
Ｈ

■

問
い

合
わ

せ

福
島

県
人
嘔

委
貝

会
乍

挌
切

雲
仙
７
５

８
８
・
7
5
9

０

国

見

町

職

員

（
大

学

卒

業
程

度

）

募

集

国

見

町
で
は

、
平

成

八
年
度

に
採

川
す

る

町
職
八

（
大

学

卒
業
陞

度
）

の
募

集

を
し
ま

す
．

■

受
験

資
格

昭

和

円
十
六

年

円
川

二
川

か
ら
昭

和

円
十
九
年

四
月

．
日
ま
で

に
生

ま

れ
た
者
で

平
成

叺
年

二
月

ま
で

に
人

乍
卒
業

見

込
み

の
者

■

受
付

期
川

六
川

匸
口
か
ら
六

月

．．一
十
Ｈ

ま
で

朧

試
験

卜

Ｌ
Ｍ

．．．十

日

＊

詳
し

い
こ

と
は

、
川
覧

で

お
知

ら

せ

し
ま
す

．

謳
川

い（
口
わ
せ

総

筋
課
　

庶
陽

係

Ｓ
６

２
－

１
１
　

内

線
１

２
１

福
島
公
共
職
業
安
定
所

新
規
学
卒
者
の
求
人
説
明
会

企
業
・
事
業
所
対
象

福
島
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
企

業
と
事
楽
所
を
対
象
に
水
人
申
込
み

手
続
き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

き
ま
す
『
、

な
お
、
平
成
八
年
二
月
新
睨
学
校

今
梟
ｆ
世
者
の
求
人
申
込
み
の
受
付

は
、
中
学
校
・
高
等
学
咬
卒
業
予
定

矜
に
つ
い
て
は
六
月
二
十
日
か
ら
、

人
学
・
短
期
人
学
及
ぴ
商
等
専
門
学

校
卒
業
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
六
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
会
場
及
び
日
時

一

川
限
会
場
（
川
俣
町
商
工
会
）

六
月
卜
六
卜
《
金
）
午
後
２
時

・

保
原
会
嶋
（
保
原
町
商
工
会
）

六
月
一
。十
日
（
火
）
午
後
２
時

・

福
鳥
会
場
（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）

六
月
二
十
二
日
（
木
）
午
後
２
時

－

内
　
容

●
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と

す
る
求
人
申
込
み
手
続
き
に
つ
い

て

・

そ
の
他
参
考
事
剛

■
問
い
合
わ
せ

福
島
公
北
職
業
安
定
所

Ｓ
恥
4
1
2
1

内
線
２
１
１

戸 籍 の 窓 口

4月受付分)

出 生 お め で と う ご ざ い ま す

1･ の 名　　li 謾lt　　 町内輿

ｉ　 ｆＭゆっすけl菅野 ｔ納 富 町 南

髦{L ji ln 筈松|,;I広 山　ljl

愛 奈は　 な川{邨 政俊　J、町 南

Ｌすか　　　 ，嚏邊IE 巳　Q III 巾

純.11μI･ ； 了IM4 一々 柚苳二 宮 町 南

翼(-) ば さ3大j i　i･9　111:1111瞭

也 に やｈ･1‘||| 安陋 μ　lll

再 掩{か す み}淌豕 信‥ 裂　 萌

１ 余4は る な}赤坂　N ， 内 谷19

陽 λほ うyＪ 尖沢 齢･r 第　 九

結 婚お めで とう ござ います

氏　　 名　　　　 町内会

佐久llj lX’之　　　 宮 町 南
｛

廣1･; 芙恵子　　　 第　 ぺ

八 鳥　　 宏　　11j 崎 北
｛

高 橋 立 子　　　 福 島･111

高 橋 昭 ，11　　　1こ||凵「|
｛

鳥 擒 正 岐　　　 桑 折 町
ｇ 峨 彫 朗　　　 人Ｉ「 北

｛
ご．甎 淳 子　　　 鰄 鵬･li

お くやみ 申 しあげ ます

氏　　 名　　llご齡　　町内会

佐久川　うめよ　　99　　大 町 南

佐 邨 仁 嘔　73　　 石母旧沢

松 禰 博 光　61　 大 木戸

la 澤 シ　モ　88　 光叫 々

星 野 カッヨ　　56　　允叫 々



町

税

等

の

前

納

報

奨

金

町
脱
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
。

前
納
報
奨
金
は
、
町
県
民
脱
｛
普
通

徴
収
分
｝
と
固
定
資
産
脱
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
第
一
期
の
納
期
に
お
い
て
全

期
分
を
全
額
納
付
し
た
場
合
に
限
り

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
。
交
付
額
は
前
納
と
な
る
期

別
ご
と
（
二
・
三
・
四
期
）
の
納
付

額
の
〇
・
五
％
の
額
に
、
前
納
と
な

る
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま

す
。金

婚
夫
婦

表
　
彰
　
事
　
業

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
遮
合
会
と
福

鳥
民
報
吐
で
は
。
今
年
結
婚
五
十
年

を
迎
え
る
夫
婦
全
組
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
、
激
動
の
昭
和
期
を

夫
婦
そ
ろ
っ
て
助
け
合
い
、
社
会
に

貢
献
し
た
こ
と
に
み
ん
な
で
感
謝
す

る
も
の
で
す
。

■
表
彰
該
当
者

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
同
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
結
婚
し

た
夫
婦
全
組
。
（
昨
年
届
け
も
れ

の
あ
っ
た
夫
婦
も
対
象
と
し
ま
す
）

■
受
付
期
間

七
月
十
二
日
（
水
）
ま
で

Ｉ
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

福
祉
係

酋
鰉
2
1
1
1
　

内
線
１
４
５

山
火
事
防
止
の
心
構
え

五
月
か
ら
六
月
は
山
畑
の
作
寰
や

山
菜
採
り
の
た
め
に
山
へ
け
く
こ
と

か
多
く
な
る
時
期
で
す
。

山
火
事
は
、
ち
ょ
。
と
し
た
不
注

意
で
発
生
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気

を
配
り
、
か
け
が
え
の
な
い
山
の
縁

を
守
り
ま
し

ょ
う
。

■

山
火
事
防
止
の
た
め
に

●
估
圦
な
ど
が
多
い
場
所
で
は
、
た

き
火
を
し
な
い
。

一

風
か
強
い
日
や
乾
燥
か
続

い
た
と

き
に
は
火
入
れ
を
し
な
い
．

Ｉ
タ
バ
コ
の
火
は
完
全
に
消
し
、
吸

い
殼
は
投
げ
捨
て
な
い
。

住
宅
金
融
公
庫
は
四
・
〇
五
％

住
宅
金
融
公
庫
の
平
成
七
年
度
第

一
回
申
込
み
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

公
庫
融
資
は
低
利
で
、
し
か
む
長

期
返
済

が
可
能
。
例
え
ば
、
百
二
十

五
㎡
以
下
の
新
築
住
宅
の
場
合
の
利

率
は
、
円
・
〇
五
％

。

申
込
み
は
お
近
く
の
住
宅
金
融
公

庫
業
務
取
扱
店
と
表
示
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
で
ど
う
ぞ
。

－

受
付
期
間

五
月
二
十
二
日
（
月
）
か
ら
六
月

二
日
（
金
）
ま
で

冒
川
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店
（
Ｓ
Ｏ

２
２
（
2
2
7
）
5
0
0
3
）
ま
た
は
お

近
く
の
金
融
機
関
へ
。

観月台文化情報

5 / 27 (土)
親子映画 館ぱ ーと Ｉ

デ ィズニ ーアニ メ「ダ ンボ」

●時間 午後1  時 3 0 分　●入鳩料　１００円（全席自由）

叶一カス小・ のf 象のダンポは耳がとても人きいので池の象力･らいじめられまｰ|≒ あ

る夜、 ダンボは間砲･jてお酒を飲みでしまいます。惆目覚めろと本の1:｡ もしかした

ら空を飛ぺるのかもしれない…･。そのＨから空蔑ぷ練習がはじま･り す、

6／９(金)
｢篠笛＆ひとり芝居の夕べ｣

●時間 午後６時３０分　●入場料　１、０００円（全席自由）

篠笛の福原石９は福鳥市飯坂町出寄。 人間国宝の宝山左術門に師事。澄んだ笛の音は

心を和ませます。

ひとり芝居は。森鴎外の「鳥瀬舟」 を毎台化したもの、

毎台は「二重」 があるだけ。柚山貴央は、複数の登場人狗を一人で4貰じ分けます。

京都町奉行所何心羽川庄民衛は罪人を大阪まで紆で護送する。罪は弟校に 兒送りに

同舟する古もないこの男はおとなしく、いかにも楽しそ乱 不思議に思った鬨･しは声

をかける。男は弟殺しのあらましをＭる････。

6 /  24 (土)
少年劇場

ミュージカル「かぐや姫」

●時間 午前１０時　 ●入場料　５００円（全席自由）

竹の中から生まれた［かぐや姫］はとても葵しく心の僣 廴い昜。 大人になった姫に５ ，

Åの男たちが結婚を申;｡込む。姫は彼らに難関を出し。それができた刀のところへむ

嫁にいくことl二。５人は姫と結婚Ｌようと互いに争います。それを兒た姫は悲しみ。

姿 を阻して廴まいます。11人たちは。姫の姿を求めて歌います。r姫さま線 そう亅と････，

お忘れなく

５月は自 動車税の納期でござる！

・111 い合わせ

・ 県北地力振興Ｍ 県晩郎

|  ･ 黜 76 ・7ａ

●自動I缸皎事務噺｀

粉 卿 な 32

人 口と 世 帯

５月１日瓏在（前月比） ４月中の勣き

人　口
［ 男5,７３７人（－1 ） 転入35 人

女 靆 46 人 ( 十 転出40 人
計 .  人　 ０） 出生1 ｛｝人

死亡　５人

世帯数3 靆  ー4 第‘i（＋6 ）

心配ごと相談 日程表
l利一,たことや相談したいこ とかあると

きはお気軽にどうぞ。 腿密は守 ります。

場所：･及場（２階 ）相談室

（東倒入口からお 入りください）

時間：午腆９畤から12畤 まで

５月為 日 ( 木）菊地 平助 ・佐久間 そ ｝
６月５口（月）古訓　 ａ ・敵谷 憂 子

１６月ｰ  5 日 ( 木 ) 吉田　７ 夫・村上ミチ 子
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公
民
館
だ
よ
リ

国

見

町

公

民

館

国
見
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大
字
鐇
田
字
破
月
台
1
5

酋
　

洳
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洳
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阿

津

賀

志

学

級

が

開

講

～
一
年
間
の
学
習
に
意
欲
～

平

成

し

年

度

の

阿

津

賀

志

孚

級

附

講

式

倥

び

に

交

通

安

令

人

学

証

交

什

式

は

丘

り

卜

日

、

十
‐
級

工

約

一
。一
占
‥
廴

が

出

席

し

て

観

川

台

夊

化

セ

ン

タ

ー

ホ

ー

气
‘．、
開
か

れ
ま
し

た

全
口
で

阿
津
政

志
学

級
の

歌
か
Ｉ斉

唱

し

た
あ

と
、
人

直
健

助
仕

か
二

、

「
高
肺
化

吐
余

に
適
し

し

た
生
丶
・
片

を
自

覚
し
、

心
豐

か
に

し
か

も
健
曝

で
充
実

し

た
生

活

が
送

れ
る
よ

う
し

い
か

り
幸
い
口
し
て
く

だ

さ

い
」
と
助

ま
し

の

‘一
と
ば

を

い
た
だ

い
た

あ
と
、

朗

人
級
生

を
代
友

し

て
阿

部
ノ

ブ
さ

ん

に
交
通

安
ｔ

人

十
証

が
交
付

さ
れ
、

交
．油
脱
川
の

遵
守

と
叭

故
陶

山
へ

の

誓

い
を
新

た
に
し

ま
し

た

続

い
て
し
‥
川
叺
川
々
町

議
会

議
雌
．

叱
形

．’に
雉
４
｀
折
腎

察
署

長
か

ら
そ

り

ぞ
り
Ｉ励

ま
Ｆ
ふ

こ

と

ば
か
’い
た
だ
丶
・

ｔ
’
し

た

々

お
、
開

講
人

筏
、

．．ｔ
県
し

福
島

鳥

隍
ｋ

の
折

鬯
常

弘
旡

生
よ

り
｛
家

庭
．教
介

に

お
け
る

阻

父
け
の

役
川

｝

レ
ー
い
』つ
ナ
　

マ
で

、
ｔμ
屯
な

介
外

を

し

と

に
、
八

生
の

経
験

か
’踏

ま
え

た

高
齢
疔

引
し

“
の

没
川

凉

に
・つ

い
て

人

変
行
意

義
な

お
話

を

い
た

だ
き
ま

し

た本

り
度

洫
町

津
冖

心

学
・
碵
川
講

叫

点
で

力
字
微
生

は

．
酉
ｉ

六
叭
で

す

人
絨

は
汕

叫
で
Ｆ

い
で

．

公
民
館

に

連
絡
‐
．・、

学
秘

姐
営

費
を
納

人

―
て

い
た
だ
け

り
ぱ
学

円

に
ち

㈲
で
参

ま

ｔ
　

叺
仕

晒
動

・
女

油
教
室

・
ぴ
忙

收
培

・
朗

修
旅
け

了
楽

し

い
十
い
口
江

動

が
計
画
冫

い
て

い
ま

す
の
で

、
多

馼

の
万

の

人
‐級

を
お

待
ら

し
て

卜
ま

嘩入ａ・ 代表の阿筋 ノフさん;,'交通安全大学紐を交11

成
人
学
級
が
開
講

（

’り
心
の
成
人
学
級
開
鵬
人
は
卜

り
ト

ー
．
日

、
三

十
二
名

の

学
級

生
か

出
席

し
て

観
月

台
文

化
セ

ン
タ

ー
で

行

わ
れ
ま

し

た
『
．

式

で

は
、
鈴

木
公

民
館

長

が

［
獣

代

に
応

じ
た
豊
公

な

学
台

を
取

り
入

れ
て

お

り
、

．
年

間

し
・・－

か
・
り
学
習

し
て

く

だ
さ

ご

と

あ

卜
さ

气

斎

藤
教

育
長

の
睨

辞
、

弟
川

学
習

計
画

の

説
明

が
あ

り
ま
し

た

（
ｆ
年
暖

の
成

廴
乍
級

は
、
町
内

の

へ
に
業
阯

学
や
国

体
協

力
、

思

い
出
の

獣
へ（
叭
‥
な

ど
簡

し

い
学
習

を
こ
Ｐ
定
し

て

お

り
ま

卞
．

川
鵬
式

の
あ
・
气

第

‐‐
川
目

の
学

占

か
行

わ
れ
、

講

師
の
訝

藤
教

介
長

か

ら

Ｉ。生
．涯

乍
習
昨

代

に
お
け

る
成

人
学
習

の
あ

り
方

」
と
題

し
て

講
義

今

い
た
だ
き

ま
’
氣
气

珱

い
敦
‥口
呼

と
り
富

な
経
験

に
圸

づ
く

講
話

に
、

改

め
て
生

置

学
習

の
必
要

性
夲
’深
く

認
輿
す

る
こ

と
が
で

き
ま

し

た
．

新
着
図
書
案
内

み

な
冫

ん
の

ご
利
川

を

お
待
ら
し

て

お
り・
ま
卞
　

な

お
、

図
卜
‥
室

・
児

廠
室

町

．こ
刊
Ⅲ

の
際

は
、
文

化
セ

ン

タ

ーｊ
ｊ

楕
ま

で

受
付

を
’‐
｝て

く
だ

き

る
よ

う
お
願

い
し

ま
す

【
一

般

図

書

】

ぷ
　
　
　
　

名
　

矜

抒
　

名

か
卜

ぞ

ぷ

な

い
贈

り
巧

～
ま

ま

や

と

姉

暘

’ド
ー

向
Ⅲ
　
和
子

心
沢
　
　
　
　
　
　

松
本
　
人
志

・帰

れ

と

や

我

が

家

へ
　

４

繁
　

久

禰

紙

の

逝
　
　
　
　
　

陳
　

舜

臣

ズ
Ｊ

Ｉ

ヴ

吁
ッ
｛
一
川
　

凭

’
Ｉ

・
。‐ｌ

一

人
で

ウ

ー
り
Ｉ

笵

墅
　
　
　
　
　
　

辿

峨

三

起

曚

そ

れ

な

ご

い
ノ

。
ｌ

．
「
キ
　

玖

保

キ

リ

コ

妖

怪

と

歩

く

～

評

伝

氷

私

し

よ

る

～

足
し
　
倫
行

｛
児

童

図

書
｝
　

宛

斤
‥

哨

コ
ー
ア

ご

城
輪
切
り
望

…
ね
波

ｋ
い
店

お
Ｊ
れ
る
時
卜
の
ふ
Ｌ
ｙ
　
　
　

″

鉄
心
だ
い
す
丶
・
１
～
1
0
　
　
″

本
の
齢
史
ｈ
Ｆ
ｑ
　

福
　
七口
　
郎

あ
る
贔
市
の
れ
き
’
‐
　
　
　

。

Ｌ
俄
で
攵
だ
ち
北
と
南
　
　

″

隰
界
の
川
妣
　
　
　

偕
　
成
　
袿

で

心・
了

た
お
ぐ
‘‐
ら
ｔ
　
　

″

樹
卜
の
観
・
県
川
麗
１
～
２
　
　
　

″

寄
贈
図
書

あ
り
が
と

う
ご

ざ
い
ま
し
た

○
一
叫
治
の
文
乍
に
口
か
5
1冊

桑
折
町
人
字
谷
地
掌
中
沼
2
9

若
生
永
二
様



団 員

募集
剣道スポーツ少年団

青少年健全育成を日的として。国見町剣道

スポーツ少年団の団14を分集します。

●練習日畤…毎週 月・金曜日

午後６畤30 分～８時（ただし、第１刀曜Ｈは 休

館日のため練習は行いませんJ

●練習崎所… 観月台文化セン ター体育館

・ 申し込 み… 入団を希望される方は、練習日に体育館におい

で下さい。

柔道で心と体を鍛えよう！

団 員

募 集 柔道スポーツ少年団

●練習日時…毎週火・金耶日

小学生は午後６時～８時

中学生以上は午後６時～９畤

●練習場所…観月台文化センター体育館

●翕　 費‥年3 . 0 0 0円（スポーツ安全保険料含む）

●申し込み,‥本田林一郎(  - 幻 75 )

スポ ーツ教室の案内
○ バウンドテニス教室

と　き　 ６月３日､10 日､17 日､24 日、７月１Ｈ　 毎遡 土曜 口

午後１時30 分～３時30 分

ところ 観月台文化 センタ ー体押館

対 象 小学 生以上の町民の み

内 容 初心 宥向けの基本的な実技指碑

定 員　 ２０ 名

講 師 町 休育協会 パウンドテニ ス郎員

○ゴルフ 叙室

と　き　６月２月～7 月 幻　毎週金曜日延ぺ８回

午後７畤ヽ ９畤

とこ ろ　日の川ゴルフガーデン（ 保原町）

対 象 町民で ゴルフの初心者 又は中級者

内容初心者．中級者のためのマナー．練習方法など鵬本

的な知識や技術指導

定 員　 １５名

受講料　 １６ ，４８０円（テキスト・レ７ スン用ボール含むl

※申し込みはいずれも５月29日まで公民館へ

行　 事　 の　 お　 知　 ら　 せ

月 日 曜 行　　　　　　　　　　　　　 事 Ｈ 日 曜 吁　　　　　　　　　　　　　 事

Ｓ

16 火 子ども移助図書館（森江野小）

６

２ 金

町民ゴルフ枚室、子育て教室（自主）

17 水

くにみ女性教室

阿津賀志学級グループ学習（和紙工芸）

子ども移動図書館（大枝小）

３ 土 バウンドテニス教室
19 金 子胄で枚室（自主学習）

４ 日 町民登山（安達太良山〉

22 月

阿津賀志学級研修旅 行

子ども移助図書館（小坂小）
５ 月 子ども移動図書館（小坂小）

23 火 子ども移動図書館（藤田小３年）

７ 水 阿津賀志学級グループ竿習（ スポーツ民踊）

24 水

阿津賀志学級グループ学習（スポーツ民踊）

８ 木 子ども移助図書館（大技小）
子ども移助図書館（藤田小２年）

26 金 子育て教室

９ 金

町民ゴルフ教室、子青て教室

27 上 親ｉ 映画館
阿津賀志学級グループ学習（和紙工芸）

Z8 日 子育て教室（野外学習）

10 土

少年仲間づくり教室開講式

30 火

阿津賀志学級（奉仕活助、交通教室）

パウンドテニス教室
子ども移助図書館（藤田小１年）



わ　 だ　 い

よ

う

こ

そ

福

島

・

国

見

町

へ

町
の
広
告
塔
が
で
き
ま

し
た

国

道
四

け
の
宮

城
県

境

に
国
見
町

の
広

杵
塔

が
で

き
ま
し

た
『
．

こ
れ

は
、
第

五
卜

回
国

民
体
育
人

会

に
参
加

す
る

選
手

と
役
貝

を
歓
迎

す

る
と

と
も

に
、
国

見
町

を
ア

ピ
’・

ル
す
る

も
の
で

す
．

国
体
．耻
季
人
会

は
九
月
九
川
か
ら
十

二
口
ま
で

郡
山
市
を
中
心
に
、

ダ
イ
ン

大

会
の

秋
季

大
会

は
卜
川

卜
川

日
か

ら

十
九
日

ま
で
福

島
市

な
ど

Ｉ．・］卜

互

市
町
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
Ｉ

ト
ｕ

八
日
午
後
に
は
、
国
体
炬
火

か
当
町
今
通
過
し
ま
す
．

冬
季
大
会
（
ス
キ
ー
ー
・
ア
イ
ス
ホ

．
ケ
”
・

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
）
か
終
わ

っ
た
時
点
で
の
福
島
県
の
成
績
は
．

．大
叺
杯
（
男
な
総
合
成
績
）
、
叺
后

杯
（
女
ｒ

総
々
成
績
）
と
む
に
六
位
． 完成 した広告塔

ジ
ョ
ア
ン
ナ
の
父
で
す
・
母
で
す
・
弟
で
す

昨
年
か
ら
県
北
中
学
校
で
英
語
を

教
え
て

い
る
ジ
ョ
ア
ン
ナ
先
生
の
両

親
と
弟
か
四
月
三
日
に
国
見
を
訪
れ

ま
し
た
、

三
月
末
に
来
口
し
、
京
都
と
奈
良

を
観
光
し
た
後
に
来
町
し
た
も
の
で

す
。冨

永
町
長
は
町
の
紹
介
を
兼
ね
て

町
の
歴
史
や
特
産
品
に
つ

い
て
説
叫

し
。
ま
た
、
「
若
人
の
翼
に
ヨ
：

口

フ
バ
派
遣
団
の
団
長
と
し
て
イ
ギ
リ

ス
を
訪
川
し
た
際
の
思
い
出
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
し
、
歓
談
し
ま
し
た
。

夕
方
に
催
さ
れ
た
歓
迎
会
で
は
、

郷
土
色
豊
か
な
日
本
食
を
囲
み
な
か

ら
和
や
か
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
．

IT長 と歓般（町艮室で）

太
々
神
楽
奉
納

四
月
卜
六
日
、
町
指
定
無
形
民
俗

文
化
町
の
内
谷
春
日
神
社
太
々
神
楽

が
夲
納
き
れ
、
集
ま

っ
た
多
く
の
トヘ

は
舞
毆
で
披
露
さ
れ
る
典
雅
な
舞
に

兒
人

り
て

い
ま
し
た
。。

春
日
呻
吐

の
太
々
呻
楽
は
、
明
治

卜
瓦
年
に
旧
村
郡
か
ら
伝
わ

町
た
む

の
で
す
か
、
昭
和
ミ
ト
ゴ
。乍
に
舞
人

や
楽
廴
か
跡
絶
え
た
た
め
に
中
断
し

て
し
ま

い
ま
し
た
。
現
在
、
演
じ
ら

れ
て
い
る
神
来
は
、
昭
和
ｆ
十
む
年

に
氏
ｒ

の
皆
さ
ん
か
占
老
を
外
ね
、

資
料
を
収
集
し
。
復
活
し
た
も
の
で

弋
伊
達
部
内
で
継
承
さ
れ
て

い
る
神

楽
か
獅
ｆ
舞
系
の
も
の
か
多

い
な
か

で
、
神
楽
辣
系
の
太
々
冲
楽
は
唯
一

の
も
の
。

神 楽 の 奉 納

福
祉
の
向
上
に

役
立
て
て

～
天
野
さ
ん
が
寄
付
～

加
藤
田
保
育
所
長
天
野
英
子
さ
ん

が
、

’福
祉
事
業
の
た
め
に
一

と
多

額
の
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
心
。

天
野
さ
ん
は
。
永
く
藤
田
保
育
所

に
勤
隋
し
、
保
育
に
関
す
る
著
＆
も

あ
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自

動

カ

サ

ポ

リ

袋

着

脱

機

寄

贈

～
東
和
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
～

東
和
エ
ン
タ
ー
ｉ
プ
ラ
イ
ス
株
式
会

社
（
本
社
　
小
坂
字
晦
ノ
町
９
の
５

会
長
渡
辺
博
さ
ん
）
か
ら
自
動
カ
サ

ボ
リ
袋
着
脱
晦
の
寄
噌
か
あ
り
ま
し

た
。東

和
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
｛
株
｝

は
、
通
航
機
器
の
板
金
加
工
、
金
型

の
製
作
や
農
機
具
の
験
計
裂
造
販
売

を
し
て
い
ま
す
。

阪 神 大 震 災 義 援 金

( 4 月 受 付ー分)
1〉スナ･，ク「ブー－ヶ」 お富様

-|間様 り3.  灘川）

l〉遠藤みゅ了蹣，柴111伊代様

の他，匿 名のちに もいただ
いてぃＪ’;|･　J.,’Jかとうご

ぎい ました

義援舍のａ 叶翻
3.  .  円

編集日記 あれ？フラ ー ツ ユかっか ない！なんでえ？

ウ･, ソ！一 袍池入れ忘 れてる！

一　 生 きた まま化石になｰ･ ただよｰ

発行・編集　国見町総務課
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